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食物と薬はともに体に作用し、その機能を誼め、健康を維持し、病気を治すことを目的に事！1られて

いますD大部分の薬の服用闇一矧矧こ一日の畠雪時間を中′こ、に決められており、薬と良笠雇との関係

は密接なものです。しわ、し、払たちが毎月礁っている金串が薬の効果や安全性にどのくらい影弼を与

えるのかということについては、無関心の人b、多いようです。今岡は、峯と食物の相互作用（飲み合

わせ・食べ合わせ）についてお指ししたいと頂います。

薬を飲む矧ま、処方の描示に従い、等引こ歓あ布こl説示がない場合は、コップ一杯の水または

白湯とともに飲もことを奨めます。時々、躯を水なしで欽仁方をみかけます机　藁ム鳩漬に牲

ってしまい食通に：貴殉びそきてし慕うこともあります。また、冒軋まま飲むのも棚義に長く食

道にとどまることがあり読J有の原医になります。

テトラサイクリン菜やニュー辛ノロン系の抗生物質と一絹に蝕んだ場合、牛軋に含まれるカ

ルシウムと結合して、薬の咽喉か悪くなり効果か下刃ってしまうことが川られているため、カ

ルシウムの多い乳製昂やミネラル（マグネシウム　カルシウムー軌宣告　鉄分なと）の多い良品

はi主星白て必要ぞす。一方、甚化島台漬菜のチ刀ソンや水虫〉台療望①ボンシルFPは、牛乳と飲

むことにより、職収されやすくなります。このた臥整の効果を燕くこせ、副作用が址げすく

なります。

コ¶ヒ‾やコ」ラなこにはカブJインが多く含まれています。尿酸値を下lプる應と飲んだ場

合駄基の作用b、弱くなります。またカフェイン【よ気巴支払弓忘憂のテオフイリン順の刷宜簡

を強め、イライラや不眠の原閃となることがあります⊃

クレープフルーツジュースは、カルシウム措抗告りなとの障圧角り（血圧を下げる郵）の効果を

強くする成分を含乱血圧び下がりす≡ることわ、あります′　この成分【よクレープフルーツと

スウィーティーの実に含まれますぴ、オレンジ、レモン、み白、ん、雷みかんには含まれていま

せん。

納豆は・架矧元の乱1食品でナットウキナーゼという醇累を含み、血の′流れをよくする作用

を持っていますれしひし、ウーファリンという薬を飲んでいる人は蔑ぺるの奄控えなrナればい

けませんごノ納喜戻の働きにより体内ぞど夕三ンKが多く作うれます∩ビタミン机は血液が属ま

るために必要な物質ぞす。一方、ウーファリンは、ヒタミンKのl助さを卿．でして血療を囲まり

にくくする作用わ、あり、血栓予防なとに処方される茹です。つまり、納豆を良べるとウーファ

リンの効き目を弓弓めてしまうことになります．，また、クロレラ．講汁もどタミンKを多く含ん

だ食品なので押えて下さし1．．用黄色倒閣のlきうれん算やブロッコリーなともど夕三ンKを含ん

でいますが、付け合せ相思の屈て優れほ問冠はありません。
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代表的な薬と食物の相互作用について紹介しました。薬局では「おくすり榔炎コーナー」を設【ナて、

！芸者様凸、らの薬に関するご質問をお受けしています。この様な肇に関して不買や疑問等がありました

ら、こ遠慮なく　ほ；くすり相談コーナー」をご利用下さい。

［薬局］


